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資料３



～高校生からお年寄り
に

届けられた
28通のラブレター～

～

「一度会えたらうれしいね

ガンバって会える日をお待ちしています」（87歳）

「早くお会いしたいです！」（高3生）

事例１事例１

9月15日 自粛中から文通を続けてきた大阪府立門真なみはや高校3年生
と高齢者たちのウェブ交流会が実現！

高校生企画



マスクを
取って顔を
見せて！

自己紹介の時に手を
振ってくれて
うれしかった

夕べは眠れな
いくらいドキ
ドキした

ウェブ交流会 in門真なみはや高校
福祉コース3年生12名と3つの施設で暮らす
地域の高齢者（80代～103歳）5名の交流

こんな若いお嬢さんに
お手紙をもらうなんて、
思ってもみなかった。
返事を読んでくれてあり
がとう(103歳羽場さん）

今日のために
服を買った！



感染防止のために自粛は仕方がないことですが、人とつな
がりを見失うことで精神的なダメージは高齢者にとって計
り知れないことと感じています。

こんな時だからこそ、認知症の人や要介護高齢者が地域社
会とつながりを感じられることが重要と取り組みをしまし
た。 （総合プロデューサー 森安美さん）

ゆめ伴プロジェクトin門真
  認知症の人と市民や介護・福祉の団体や行
政が共に楽しむことで認知症になっても輝
けるまちづくりに取り組んでいる
（市内の高齢者施設、社協、NPO、
行政等のメンバー12名）



かどま折り鶴12万羽
プロジェクト

主催：門真市のルミエールホール
共催：ゆめ伴プロジェクト、

リサイクル工房布くらふと

子どもから高齢者まで、自宅で色々な
想いをこめて鶴を折り、感染状況が
改善された後に、その折り鶴たちを
集めて一つの折り鶴アート作品に
仕上げる� 取り組み
12万羽とは、門真市民12万人



街の居場所もうひとつの家→コロナ禍→

たすけあい遠州 （静岡県袋井市）

いつでもだれでも型居場所
（火～土曜日開催）

コロナ前

事例２事例２



一緒に食べる
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ランチ300円 土曜日はカレーの日 200円 子どもと80歳以上は無料

地元の野菜・季節の野菜・行事食

コロナ前



「寄付者の
気持ちを
粗末にし

たくない」

3月
居場所を閉じる

「コロナ禍 この間スタッフみんなで何度も

何度も話し合った」

「共感し、すぐに行動する仲間がいたことに

感謝」

4月 20年間続けてきた居場所を閉じることに

5月 を始める





青空居場所 （月1回。昼食200円）

気持のよい空気と景色の中で距離を保ちながら昼食やおしゃべりを楽しむ

新しい活動



気になる人の家で
手づくり弁当と
おしゃべりなど
楽しいひと時を
一緒に過ごす

新しい活動



毎週火・金曜日

10食程度を

料理が得意な人4～5人
が交替で

自宅でつくりお届け

ねらいは声をかけ、

交流すること

「日常やっていることをちょっと
２・３人のために！」
という人を見つける

そのような人を増やすことも
助け合いを広げるには大切なこと

新しい活動



 人と人とがつながり、人と社会が

 つながって生涯現役の場。

 「ここはサービスの利用者はひとりも

 いない、いるのは場の利用者だけ」

 地域の宝でもある。 （代表 河田珪子さん）

 新潟市の地域包括ケア推進モデルハウスの基幹

事例３事例３

6月1日から再開

自粛中にも当番や参加者から、

再開後「何ができるか」 みんなの意見を聞いた。

市のガイドラインを基に、みんなの声を反映し、

議論をし、みんなのガイドラインを作って運営を

始めている。

「受け身体」をつくらない。住民主体の居場所。
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3月～4月 閉じる（月、水は河田さんや手を挙げた当番が対応）
代表者と当番は2週間に1回参加者に電話を掛けた。

5月「実家の手」（参加券）を回収すると参加者に声をかけ、
“新しい茶の間”の再開に向けて「何をしていきたいか」
聞いた。

「実家の手」はちょっとした助け合いのお礼にも使える
もの
自粛中、買い物の代行や見守りなど、自然に助け合う姿も
見られた。
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現 在 月・水開催 2時間（自分で判断）
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感染防止をしながら、
新しい茶の間をみんなで

つくろう！

新型コロナウイルス感染防止を踏まえた
「実家の茶の間・紫竹」 （一部抜粋）

今まで通り、すべての参加されている方に、できることを一緒 にやる習慣を大切にす
ることで、そのことが結果的に感染予防につながります。

＊花は今までと同じように参加されている方に出番づくりを

＊座る距離が離れてお互いの交流が難しく、その環境に慣れていないため、孤独に
なりやすい。細やかな声掛けを

＊参加者どなたに対しても、常に平等な態度で、さらに頼み上手になって、みんな
で一緒に、新型コロナウイルスがあることを前提にした新しい「実家の茶の間・
紫竹」づくりをしましょう
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袋に入れるのもで
きる人がやる！
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コロナ前と
変わらない空気感！









「気になる人のために」

「喜んでほしいという思い」

住民たちの声を聞き、想いを活かせる

環境づくりや後方支援を！！

動画を作成しました。さわやか福祉財団ホームページからご覧ください

輝くとは
主役になること！


